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2 基本目標 未来のために地球温暖化を食い止める いくつかの案を検討中です。 15

3 現況推計
（産業部門：製造業）

製造品出荷額での按分により算出 公表制度で公表されている実績を中心に算出 基準年度からの数値も併せて更新 46

目標値
2030年度：50%
　　－
2050年度：カーボンニュートラル

2030年度：50%
2035年度：60%（予定）
2050年度：カーボンニュートラル

2035年度の目標は、国が正式に
国連へ提出した時に決定

50

再エネ導入目標 －
太陽光発電：137,804MWh/年
太陽熱　　：3,480MWh/年

温対法の努力義務 56

重点施策
(1)『消費者』から『生産者』へ
(2)脱炭素なまちづくりの推進
(3)クールチョイスいちかわの実践

重点施策
(1)省エネ対策の強化
(2)再生可能エネルギー等の導入強化
(3)省エネ・再エネに関する行動変容の促し

69～

施策の指標 施策の目標 温対法の努力義務 77～

6
地域脱炭素化

促進事業
－

地域脱炭素化促進事業
(1) 目標
(2) 促進区域（公有地、事業提案）
(3) 促進施設の種類及び規模
(4) 地域の脱炭素化のための取組
(5) 促進施設の整備と併せて実施すべき事項

温対法の努力義務 79～

第三次市川市地球温暖化対策実行計画（区域施策編）　主な変更点

5 施　策
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